
５ 本時の計画
(1) ね ら い

文章の構成や展開の意図について、登場人物の心情の変化に沿って自分の考えをもつことができ
る。 〔思考力、判断力、表現力等 Ｃ(１)エ〕

(2) 学習過程（本時４／７）

過 思考の流れと学習活動の流れ 時 ・指導の手立て ◇ＩＣＴの活用
程 間 評価

導 １ 前時に学習した場面ごとの「私」の心情 ８ ・｢戸部君｣とのやりとり、掃除をする
の変化を確認し、本時の学習問題を設定す ｢おばさん｣とのやりとりのどちらが、
る。 ｢私｣にとって大きな変化をもたらした

入 かを問う。
◇各自の判断を可視化するため、ポジシ
ョニング機能で立場を示す。

２ 解決方法を見通し、自分の考えをもつ。 ７ ・前時までの学習を基に、解決を見通す
ための視点を確認する。
Ⅰ｢戸部君｣と｢おばさん｣の人物像を比

展 較する
Ⅱ｢私｣の心情の変化が読み取れる表
現、｢会話文」や｢行動描写｣等を場

開 面ごとに比較する。

３ グループで意見を交流し、根拠の拡充を ５ ・同じ判断の者同士で、判断の根拠と理
図る。 由付けを検討する。

４ 異なる立場との討議や全体での話合いで、 20 ◇判断の根拠となる場面や描写を全体で
考えを深化させる。 共有するため、デジタル教科書(電子

黒板)にマーキングして示す。

どちらかが 戸部君との気付
欠けると完全には吹っ きがあったからこそ、 ・｢戸部君｣と「おばさん」が担う役割の

切れなかったと思う。 おばさんの言葉が身 共通点と相違点に着目させる。
にしみた。

共通点･･･前向きになる契機
相違点･･･戸部君 →冷静さを取り戻し、

前向きにさせて 戸部君が心を 気付きを促す
くれる重要な人物で ほぐし、おばさんが おばさん→思考を整理する
あることは共通して 大切なことを教えてく
いる。 れた。

◇相違点のキーワードをタブレットの発
表ノートに書き込み、電子黒板に投影
する。

整 ５ 学習のまとめをする。 ５ ・必要な生徒には、キーワードやまとめ
の型を提示する。

理
文章の構成や展開の意図について、

６ 本時の学習を振り返る。 ５ ｢私｣の心情の変化に沿って、「戸部
君｣や｢おばさん｣との関わりを比較し
ながら自分の考えをまとめている。

場面の順序に着目し 登場人物の意味や (発言、学習シート)
て他の小説を読んでい 役割について考えなが
きたい。 ら読めた。

・次の文学的文章の学習、生徒の読書活
動につながる振り返りとなるよう方向
付ける。

(3) 授業研究の視点
・秋田の探究型授業を自立的に進めるための手立ては適切であったか。
・授業の各段階におけるＩＣＴの活用は効果的であったか。

【学習問題】
「戸部君」→「おばさん」の順序で物語
が展開するのはどうしてか？


